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《特別公開》
萬蔵院寺宝「明治天皇紀附図稿本(全四巻)」二世 五姓田芳柳が描いた激動の幕末・明治

《特別公開》萬蔵院寺宝「明治天皇紀附図稿本（全四巻）」

《新発見の芳柳作品も展示します》

明治150年　ミューズ特別展

　二世五姓田芳柳は、元治元年(1864)、現在の坂東市沓掛に生まれ、数え15歳

の時に上京し、当時まだ一般化していなかった洋画を画塾「五姓田塾」で学びまし

た。類まれな画才が認められ、若くして同塾を継承し、日本初の洋画美術団体「明

治美術会」の創立にも参加、展覧会への出品のほかジオラマやパノラマ画も制

作しました。歴史画、風景画、風俗画、肖像画などに和洋両画法を見事に融合さ

せ、明治・大正・昭和の三代にわたって幅広い画業を展開、数多くの秀作を残しま

した。

　明治天皇が崩御されてからは、その遺徳を称える事蹟画の制作に心血を注

ぎ、4年余りの歳月をかけて明治神宮聖徳記念絵画館壁画の画題考証図 全80

図を制作し、うち油彩で描いた大作『枢密院憲法会議』を奉納、昭和8年（1933）

には御物『明治天皇紀附図(全81葉)』を完成させています。五姓田 芳 柳二世
（1864 － 1943）

ご せ　だ  ほ う りゅう

「金閣寺」
明治15年　50.1×77.7㎝　絹本彩色 額装　(個人蔵)

「農村のまひる」
明治前期頃　46.4×73.5㎝　絹本彩色 額装　(星野画廊蔵)

坂東郷土館ミューズ(坂東市立資料館)
〒306-0502　茨城県坂東市山2726番地　
☎0280-88-8700 / 0297-44-0055
〈開　館〉　平　  日  AM10：00 ～ PM6：30　 
 　土・日・祝  AM10：00 ～ PM5：00
〈休館日〉　月曜日（祝日の場合はその翌日）、祝日の翌日、年末年始休館(12月28日～1月4日)
〈交通アクセス〉
首都圏中央連絡自動車道(圏央道)　坂東IC、境古河ICから約10分
常磐自動車道　谷和原ICから約40分
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日清戦争明治27年－28年
（1894）　 （1895） 日露戦争 明治37年－38年

（1904）　 （1905）― 列強への道 ―

第26図「京浜鉄道開通式行幸」

第62図「下関講和談判」

第51図「憲法発布式」

岩倉使節団欧米派遣明治4年
（1871）

明治元年
（1868） ―
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戊辰戦争（鳥羽・伏見の戦い）

（小御所会議）
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天皇、京都から東京へ 明治元年
（1868）―

 

江
戸
は
東
京
に

第17図「東京着輦」
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西郷隆盛×勝海舟明治元年
（1868）―
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第13図「江戸開城談判」

新天皇践祚 慶応3年（1867）―
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第4図「践祚」
第37図「西南役熊本籠城」

第71図「日露役日本海海戦」

明治天皇紀附図　～「明治」という時代を描いた絵画資料～
　今から150年前の1868年、元号が「明治」と定められ、日本は、幕末の混乱を経て、
近代国家建設への第一歩を踏み出しました。明治天皇のもと、近代化と伝統継承の調
和を図りつつ、人々が気高い理想と凛然たる気概、そして礼節をもって新しい国づくり
に尽くしたのが「明治」という時代でした。
　『明治天皇紀附図』(宮内庁所蔵)は、宮内省の委嘱を受けた画家の二世五姓田芳
柳(1864-1943)が、緻密に積み上げられた歴史考証に基づき、全身全霊をもって明治
天皇の御事蹟を描いた81葉の水彩画で、明治の大御代を視覚的に遺した稀有な歴
史資料でもあります。
　今特別展では、附図の完成に至るまでの考証過程を知ることができる貴重な稿本
(下絵 巻子本 全4巻)を初公開し、二世芳柳の作品を通して激動の幕末・明治を紹介
します。この機会に、ぜひご高覧ください。

初公開「明治天皇紀附図稿本」
　　　　　　　　　慈徳山萬蔵院 蔵
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